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小学校教師を目指す大学生の
米国恋愛教育プログラムLove Note 3.0のインパクト

―ソーシャルメディアを介した
性や男女関係に関する被害防止のための教材に焦点を当てて―

泉　　　光　世*

（2021年11月25日受付，2022年1月13日受理）

第1章：研究の背景

近年、インターネットを利用する児童が ソーシャルネットワークキングサービス（SNS） 
等を通して性に関する情報に触れる機会が増加している。そして、それに伴いSNSの利用
による児童が受ける被害件数も増加傾向にあり、インターネットを正しく安全に使う力を
身につける必要性が増している。（村上、 2018；大澤、青柳、2018：中條 , 2020）しかし、
学校でSNSの利用に関する指導を受けているのは、SNS利用による被害を受けた児童のう
ち約半数にとどまっているという報告がされている（政府広報オンライン、2019）。大澤、
青柳（2018）は、小学校5.6年生（有効回答数112名：男 子56名、女子56名）と小学校養
護教諭（有効回 答者数15名）を対象とした男女交際に関する調査研究を実施している。大
澤らは、その研究において、児童の中には男女交際が原因となり、その他の人間関係に悪
影響を及ぼすケースがみられるため、「異性のかかわり方」「付き合う上で気を付けるこ
と」「SNS利用上のトラブル防止」など男女交際に限らず相手を 尊重する気持ちや良好な
人間関係を築くためのコミュニケーション能力を養う児童に対する指導や支援が求められ
ると、養護教諭の意見として報告している。

小学生を取り巻く、SNS、性・男女関係を含む人との関わりに関する問題を改善するた
めには、小学校の学校現場において、健全な性や男女関係をはじめとする人間関係の在り
方 /築き方を学ぶ必要性があり、SNS等を介した性被害から身を守るための教育が求めら
れる（村瀬、2003；鹿児島県総合教育センター、2016）。しかし、学校現場においては教
師の指導力不足・性・恋愛に関する専門的知識不足・インターネットのサービスや機能に
対する経験不足などが原因となり、学習・授業環境が整っていない。加えて、児童・保護
者の性・恋愛教育への認識不足等が原因で、児童に対する指導が行き届いていないのが実
情である（泉、2020）。

以上のことから、小学校において教師自身が、正しいSNSの活用法、健全な性活動の
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在り方、男女関係な人との関わり方に関する知識やスキル等を習得する必要があると考え
られる（鹿児島県総合教育センター、2016；Balter, Rhijin, & Davies, 2018）。理想としては、
教師になる前の小学校教師を目指す大学生が、児童に指導するために必要な性・男女関係、
SNSの活用法に関する知識やスキルなど習得することが望まれる。以上のことから、教員
養成系大学などにおいて、小学校教師を目指す大学生に効率的・効果的に上記学習内容を
指導することができる教材の開発が至急求められると考える。
本研究における語句の定義
恋愛教育：主に若者を対象とした、性や恋愛関係及び、人間関係全般について、お互いの
心身に悪影響を及ぼすような不健全な関係を回避し、健全な関係性を築くために必要な
知識やスキルについて包括的に学ぶものである。（Ponzetti, Jr., 2016；Pearson, 2018；泉、
2020）。 
Love Notes 3.0 （Marline Pearson,2018）：16-24歳を対象とした恋愛教育プログラム
基礎理論
①Theory of Reasoned Action / Planned Action: 若者が恋愛関係、性行動、個人の成長・発達
に関 する意思決定をする際に影響する信念や価値観を 提示する。 
②Social Learning Theory: 若者が行動を起こすために、自信を高め、行動の許容範囲を広
げることを目的とし、若者が行いそうな行動の在り方の 基本的考え方を提示する。 
③Youth Development Perspective: 若者が健全 な成長・発達を経験するために必要な実際の
資源 やスキルを提供する。（Ponzetti, Jr., 2016）　

このプログラムは、上記３つの理論を基に、指導者及び学習者に対する教材が開発され
ている。このプログラムのファシリテーター用マニュアルをもとに、学習内容について６
つのカテゴリーに分類した。（表 - 1.参照）このファシリテーター用マニュアルには、パワー
ポイント、ワークブック、ゲーム、音楽、動画など豊富な教材や関連する情報が提示 /別
添されており、その活用法や教授法について詳細が記載されている。また、このプログラ
ムについてDr.Kerpelmanらが、米国内において５年間にわたり、8000人の高校生を対象に、
トレーニングを受けた学校の教師がこのプログラムを実施し、教育効果について評価した。
その結果、以下の3つのことが明らかにされた：１．言葉による恋人からの暴力の減少、２．
不道徳・不適切な男女関係を持つという考えを持つ高 校生の減少、３．問題の対処法を
上達させる。（Ponzetti, Jr., 2016；Pearson, 2018）。

本研究では、表 - １に示す④性について、⑥恋愛・性に関するテクノロジーとバーチャ
ルリアリティーの教材を活用し、調査参加者に対して筆者が講義を行った。

表－１． Love Note 3.0 学習内容の概要
学習項目 学習内容

①自分を知る・自尊感情を高める       過去・現在を客観的に捉え
理想の未来像を描くための方法

②健全・不健全な恋愛の見 分け方 望ましいパートナーとの関係の在り方
適切なパートナーの選び方

③コミュニケーション /人間関係構築法 パートナー・人間関係の築き方・別れ方
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④性について 性規範性行為の危険性とメリット
性行為を実行する際の心構え /性にかかわる問題

⑤親教育 若くして子どもを持った親のための教育
⑥恋愛・性に関するテクノロジーとバーチャ

ルリアリティー
SNS・ソーシャルメディアの適切な活用法
利用上のトラブル防止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第2章：研究の目的

本研究では、実際に教員養成課程に在籍する大学生に対して、恋愛教育プログラム
Love Note 3.0の中の性に関する知識や、SNSの正しい活用法について扱われている一部の
教材を活用し講義を実施した。本研究は、この講義や利用した教材についての調査参加者
である大学生にとっての教材としてのインパクト、及び小学生の教材としてインパクトに
ついて明らかにし、将来の教員養成系大学の学生のための教材として活用できるかその可
能性を探ることを目的とする。

第３章：研究の方法

調査対象：I大学教育学部 小学校課程の家庭科に関する科目を履修する男女大学生76名
（2-4年生）
調査時期：2021年6-7月
データコレクション：無記名によるオンラインアンケート調査
調査質問項目：表２- ４に示す
分析方法：SPSS ver.28 による記述統計分析を実施した。

倫理的配慮：本研究における調査は、無記名によるオンラインアンケート調査で、筆者が、
講義の際に、調査参加者に対して口頭で、個人情報の保護及び、いかなる理由においても
このアンケート調査の回答を途中離脱することが可能で、回答をしたくない設問に関して
は回答する必要がないことを説明した。さらに、調査参加者がオンライン上でアンケート
を実施する直前の画面において、上記事項について文書で説明をした。本研究は、岩手大
学医学系研究倫理審査委員の承認を得て実施している。

第4章：結果と考察

１．学習内容
①調査参加者に対して実施した講義の中で扱った表 - 2.に示す学習内容につい調査参加
者自身の生活の中で役立つと思うものを選択した結果（複数回答可）を、グラフ -1に示
す。このグラフ -1が示す通り、調査参加者が最も役立つと回答していたのは「ソーシャル
メディアを利用することについての良い点・悪い点」（n=60, 78.9%）で、次いで「対面と
ソーシャルメディア（SNS）を通した交流の違い」（n=41, 53.9%）、三番目として「セクス
ティング（性的なメッセージや画像などをSNSなどネット上に書き込む）危険性について」
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（n=37,48.7%）が多く選択されていた。

表－２．設問項目１- ３＆学習内容
　設問項目1-3 学習内容　選択肢

1.今回受けた授業の中で自分自身
の生活の中で役立つと思った学
習内容はどれですか？ 

 　（複数回答可）
2.自分が将来小学校における授業

の教材として適切だと想う学習
内容はどれですか? 

 　（複数回答可）
3.自分が将来小学校における授業

の中で取り扱う際に不適切だと
想う学習内容はどれですか?

 　（複数回答可）
　　

1．ソーシャルメディアを利用することについての良い点・悪い点
2．コミュニケーションの構成要素（言葉、声や声のトーン、ボ

ディーラングエイジ）の割合
3．ソーシャルメディアを使うことによって感じる孤独感
4．ソーシャルメディアを使うことと幸福感
5．ソーシャルメディアを使う時間とお金
6．対面とソーシャルメディアを通した交流の違い
7．ソーシャルメディアを通した交際と親密さを増していくことの

危険性
8．セクスティング（性的なメッセージや画像などをSNSなどネッ

ト上に書き込む）の危険性について
9．セクスティングを通した被害から身を守る方法

10．意図しないでネットいじめの加害者になる可能性
11．SNS利用についてのルールを考える
12．「親密さ」とはどういうことなのか（体の関係だけが親密なこと

ではないということ）
13． 信頼関係を伴わない、早急な性行為が「感情」に与えるリスク
14．「安全な性行為」のために必要なこと
15.  その他（不適切と思うものはない）　設問３のみ適用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
グラフ－１．大学生が役立つと思う学習内容
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②調査参加者が将来小学校における授業で扱う題材として、表 -2に示す学習内容から適
切だと思うものを選択した結果（複数回答可）をグラフ -2に示す。グラフ -2が示す通り、
最も多くの調査参加者が選択していたものは「ソーシャルメディアを利用することにつ
いての良い点・悪い点」（n=67,89.3%）で、次いで「SNS利用についてのルールを考える」

（n=53,70.7%）であった。三番目に多く選択されていたのは「意図しないでいじめの加害
者になる可能性」（n=52,69.3%）で、四番目には「対面とソーシャルメディアを通した交
流の違い」（n=49,65.3%）が多く選択されていた。

グラフ－２．小学校の学習内容として適切なもの

③調査参加者が将来小学校の授業の題材として扱う際に、表 -2.に示す学習内容の中で
不適切と思われるものを選択した結果（複数回答可）をグラフ -3に示した。グラフ -3
に示す通り、最も多くのものが選択していたのは「安全な性行為のために必要なこと」

（n=28,50%）で、次いで「信頼関係を伴わない、早急な性行為が感情に与えるリスク」
（n=25,44.6%）、三番目に多く選択されていたのは「親密さとはどういうことなのか（体の
関係があることだけが親密ではないということ）（n=16,28.6%）であった。上記3つの学
習内容以外の11項目の（その他を除く）の学習内容に関して、不適切であると回答してい
たものは回答者数全体の20％未満であった。また、少数ではあるが、調査回答者75名中
3名がその他を選択し「不適切な学習内容はない」と回答していた。     
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グラフ－３．小学校の学習内容として不適切なもの

以上の結果から、調査参加者である大学生は、「ソーシャルメディアを利用することに
ついての良い点・悪い点」という学習内容に関しては、自分自身及び小学生の双方の教材
として肯定的に捉えている傾向があること明らかになった。しかし、「セクスティング（性
的なメッセージや画像などをSNSなどネット上に書き込む）危険性について」は、自分た
ちにとっては役立つと考えるものが多いが小学生にとって適切な教材だと捉えているもの
は少ない傾向がみられた。総じて、小学生に対する教材として不適切だと思う学習内容と
しては「性行為」に関する学習内容を選択するものが多い傾向がみられた。このことから、
小学生に対して性行為に関する授業を行う際には、今後扱う資料や、学習内容の修正・改
善が求められることが示唆された。またSNSの利用のルールや、意図しないいじめの加
害者になる、という学習内容については、自分よりも小学生に適切な学習内容であると捉
えている傾向があることが明らかになった。

本研究で扱った学習内容は、小学生を対象とした学習の題材として不適切であると捉
えているものは少数派であった。このことから、本研究で扱った、恋愛教育プログラム
Love Note3.0の④性についてと、⑥恋愛・性に関するテクノロジーとバーチャルリアリ
ティーで扱われている学習内容は、修正・改善するべき内容はあるものの、小学校教師を
目指す大学生が、将来小学生のための学習の題材として活用できる可能性が示唆された。
２．学習教材・学習形態
①本研究において調査対象者に対して実施した講義の中で利用した教材及び、授業形態に
ついての、調査参加者のインパクトについて「1.とても学習しにくかった」～「6．とて
も学習しやすかった」という6段階のリッカート尺度を用いて測定した。（表 -3.参照）
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表－３．設問項目4
質問項目４ 尺　度

4.今回の学習の中で使われた以下に示す学習スタイル・教材について、
学習しやすさについて答えてください。

①レクチャー（講義）
②ワークシート：円グラフに1日の生活時間をかく
③ワークシート：セクスティングに関するアンケート　
④グループディスカッション
⑤動画：1．スマホだけでのメッセージのやりとりをする交際と直接会

う交際
⑥動画：2．過去の自分の危険な行為などが写った写真などが、就職試

験の面接官に見られている
⑦動画：3．動画：男女がビデオ通話機能を使って会話していて、当事

者である女の子の傍らに、画面に映らない二人の女の子がその通話の
状況を黙ってみている状況の中、当事者の女の子が男の子に裸になる
ことを要求する

⑧動画：4．クラスメートの男の子からもらったラブレターを面白半分
で、ネット上にアップした結果、男の子が退学に追い込まれ

1.とても学習しにくかった ～
6.とても学習しやすかった

結果は表 - 4.に示す通りである。この表 - 4.から、調査参加者に最も学習しやすいとさ
れた教材は、動画（面接試験）（M=4.92 SD=1.02）であり、次いで動画（ラブレター）（M=4.73 
SD=1.05）であった。これらの動画は、登場人物が英語でセリフを話しているため、筆者
が視聴前に口頭で、調査参加者にあらすじを日本語で説明をした。一つ目の動画の内容は、
就職活動をしている学生が面接官の前で、自己アピールをする際に、面接官はPC上でそ
の学生又は、第三者によってインターネット上に投稿された不適切な行動が撮影されてい
る写真を眺めているというものである。これは、ソーシャルメディアをはじめとするイン
ターネットを利用する際の危険性について説明をするために利用した教材である。二つ目
の動画は、高校のクラスメートの女の子に好意を寄せる男子高校生が、手書きのラブレター
を彼女の鞄に忍ばせる。帰宅後そのラブレターに気づいた女の子は、面白がってそのラブ
レターを写真にとってインターネット上に投稿する。翌日、その男の子はその事実を知り、
学校にいられなくなってしまう。これは、自分は意図しないでも、軽はずみな行動が、相
手を傷つけ、自分が加害者になってしまう可能性があることを説明する際に利用したもの
である。上記２つの動画は、インターネット上の軽率な言動が、人の人生を狂わせてしま
う可能性を孕んでいることを伝えているものである。この結果は、この教材が調査参加者
にインターネットを利用する際には、常に自分が加害者にも被害者にもなりうることを想
起させたことを示唆している。このことから、この教材を活用し、今後ネットを利用する
際の軽率な言動を抑止する効果を期待できることが示唆された。また、先に述べた通り、
調査参加者に対して、筆者が事前にあらすじを説明してあるものの、この動画で使われて
いる言語が英語であるため、学習者にとって内容が正確に理解できない場面があったこと
が推察される。このことから今後は、日本語訳を記した紙媒体の資料などの補助教材が求
められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

三番目に多く選ばれたのは、「WS:円グラフに一日の生活時間を書く」（M=4.72, 
SD=1.00）であった。これは、学習者に、円グラフを使って、一日24時間のうち何時間（何％）
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PC/スマホの利用時間に使っているのか「見える化」させる学習教材である。これは、一日
のうち多大な時間を、自分が無意識的にPC/スマホを使っていることを理解させ、如何に
自分たちがそれらに依存した生活を送っているのかについて考える機会を与えるための教
材である。　　　　

以上の結果から、調査参加者らは、インターネット・ソーシャルメディア等を利用する
際の危険性や、それらに依存している自分たちの生活について見直すことの重要性につい
て認識していることが示唆された。

また、「セクスティング（性的なメッセージや画像などをSNSなどネット上に書き込む）
に関するアンケート」については、他の教材に比べて学習のしやすさに対するスコアが低
かった（M=4.04 ,SD=1.29）。これは、講義の際に、セクスティングに関して、自分や周り
の者が行ったことがあるか、又は、見聞きしたことがあるかなどについてアンケート形式
で提示したワークシート（WS）を各自回答するように指示を与えた。このアンケートを記
載しているWSは、提出する必要はなく、アンケートの結果を記録したり、集計したりす
ることを目的としないことを調査参加者に事前に周知しておいた。しかし、アンケート
の内容が非常にプライバシーにかかわる問題であるため、講話中は学習活動の際にクラス
メートや、講師である筆者が机間巡視の際目にする可能性があることを憂慮し、提示した
設問に回答しづらかったことが推測できる。また、この結果は、先に述べた自分にとって
役立つ学習内容として、三番目に多くの調査参加者が「セクスティング（性的なメッセー
ジや画像などをSNSなどネット上に書き込む）危険性について」を選択している結果と矛
盾するものとなっている。つまり、「セクスティングの危険性」について学ぶことについ
ては肯定的にとらえているが、この教材の学習のしやすさとしての評価が低いということ
は、扱う題材に問題があるのではなく、教材の内容（言葉・表現など）や、学習の形態や
アプローチの仕方（アンケート形式、集団学習）などが調査参加者のニーズに即していな
いことが推測される。

学習形態としては、グループディスカッションという学習形態についての学習のしやす
さについての評価 （M=4.01,SD=1.12 ） は、レクチャーの評価（M=4.39,SD=1.12）に比べ
て低かった。これは、先に述べたように、プライバシーにかかわる内容については、話し
合いがしづらいこともあったことが考えられる。また、男女混合のクラスであったため、
周囲の目を意識して、自分の意見を発言することに抵抗を感じていた可能性も考えられる。

以上のことを踏まえ、個々の大学生の性に関
するソーシャルメディアの活用の仕方や、セク
スティングなど抱えている問題についての実態
や、望まれる学習内容、学習形態、アプローチ
の仕方などについてのニーズを十分に把握した
うえで、それぞれの実態とニーズに対応できる
ような、カスタマイズ可能な教材の開発と学習
システムが必要であることが示唆された。　　

表－４. 大学生の学習のしやすさ
講義・教材タイプ M SD

レクチャー (n=76) 4.39 1.12 
WS:円グラフ(n=76) 4.72 1.00 
WS:PC/スマホ時間 (n=76) 4.64 1.20 
WS:セクスティング (n=75) 4.04 1.29 
ディスカッション (n=72) 4.01 1.12 
動画 :スマホ交流 (n=74) 4.69 1.16 
動画:面接試験(n=75) 4.92 1.02 
動画 :男女ビデオ (n=76) 4.67 1.05 
動画:ラブレター (n=74) 4.73 1.05 
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②調査参加者が将来小学校の授業の中で活用してみたいと思う、学習形態・教材について
質問した結果をグラフ‐4に示した。グラフ‐4が示す通り、最も多くの調査参加者が「WS:
円グラフに一日の生活時間を書く」（n=54, 71.1%）を選択していた。次いで「WS:PC/スマ
ホなどを使う時間を減らすことで、よくなること、悪くなること」（n=44, 57.9%）、三番
目に「グループディスカッション」（n=45, 59.8%）が多く選ばれていた。

グラフ－４．将来小学校の授業で活用したい教材・学習形態

また、小学校で利用する教材として、不適切だと思われる教材について質問した結果は、
グラフ‐5に示す通りである。このグラフ‐5から、この質問の回答者71名中半数強の38
名（53.5%）は、不適切と思うものはないと回答していた。しかし、19名（26.8%）のもの
は「動画：男女がビデオ通話機能を使って会話していて、当事者である女の子の傍らに、
画面に映らない二人の女の子がその通話の状況を黙ってみている状況の中、当事者の女の
子が男の子に裸になることを要求する」、13名（18.3%）のものは「WS:セクスティングに
関するアンケート」、7名（9.9%）のものは「動画：過去の自分の不適切な行為が写った写
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真などが就職試験の面接官に見られている」など、不適切な教材として報告していた。　
　　　グラフ－５．小学生の教材として不適切なもの

以上の結果から、「WS:円グラフに一日の生活時間を書く」は、調査参加者が自分たち
大学生、及び小学生の双方にとって学習しやすい教材として捉えられていることが明らか
になった。また、この教材を使った学習に連動した学習として、自分たちが如何にスマ
ホに依存しているのかを認識し、その生活を見直すきっかけを与えるための教材として、

「WS:PC/スマホなどを使う時間を減らすことで、よくなること、悪くなること」を、将来
小学生を指導する際に適切な教材として認識していることがうかがえる。また、小学生に
とって適切な学習形態として「レクチャー」を選んだものより（n=44,57.9%）、「グループ
ディスカッション」を選んだものの方がわずかに多いが、どちらの形式も約6割のものが
活用してみたいと肯定的に捉えていた。「動画：男女がビデオ通話機能を使って会話して
いて、当事者である女の子の傍らに、画面に映らない二人の女の子がその通話の状況を黙っ
てみている状況の中、当事者の女の子が男の子に裸になることを要求する」、「WS:セクス
ティングに関するアンケート」、「動画：過去の自分の不適切な行為が写った写真などが就
職試験の面接官に見られている」などの性にかかわる教材は、小学生に対する教材として
は不適切であると報告するものが多い傾向がみられた。これらの教材については、日本人
の小学生の実情に即した内容に修正することが求められる。しかし、先に述べた通り、本
研究で使用した教材について、過半数の調査参加者が小学生の教材として不適切な教材は
ないと回答していた。また、本研究で扱った米国の恋愛教育プログラムLOVE NOTE 3.0
の教材に対して性に関する教材以外は、不適切なものであると捉える者は少数派であるこ
とが明らかになった。以上のことから、この米国の教材は、小学校教師を目指す大学生が、
将来小学生のための学習の教材として活用できる可能性が示唆された。
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総括

本研究における調査参加者の講座に対するインパクト：
１．学習内容：ソーシャルメディアを利用することについてのメリットデメリットなどに
関する内容や、セクスティングに関する学習内容などが、自分にとって役立つとものであ
ると捉えていた。
２．教材：

①学習しやすさについて高い評価を得た「面接試験」「ラブレター」の２つの動画に関し
ては、インターネットの利用に際して、常に自分が加害者にも被害者にもなりうること
を想起させ、ネット上での軽はずみな行為を自制する可能性が示唆された。これらの英
語の動画は映像を見るだけでほぼ内容が理解できるようなものだが、学習者がより正確
に理解ができるように、今後は日本語訳を記した補助教材が求められる。
②「セクスティングに関するアンケートに対する」評価は低いが、学習内容としては役
立つと回答したものが多くみられたことから、今後教材の内容やアプローチの仕方を大
学生の意見やニーズを反映したものに改善していく必要性が示唆された。
③円グラフを使って一日24時間のうちどのくらいの時間を使っているのか「見える化」
できる教材に対する評価が高い傾向がみられた。これらのことから、インターネット・
ソーシャルメディア等を利用する際の危険性や、それらに依存している自分たちの生活
について見直すことの重要性について認識していることが明らかになった。

３．授業形態：
グループディスカッションについての評価は、レクチャーに比べ低いという結果となっ

た。これは、「性」というプライバシーにかかわるテーマを含み、かつ男女混合のクラス
であったため、自分の意見を発言することに抵抗を感じたことが推察される。
将来小学校で扱う教材としてのインパクト：
１．学習内容

①適切：SNSの利用のルールや、意図しないいじめの加害者になる、という学習内容に
ついては、小学生に適切な学習内容であると捉えている。
②不適切：「安全な性行為のために必要なこと」

「信頼関係を伴わない、早急な性行為が感情に与えるリスク」
「親密さとはどういうことなのか（体の関係があることだけが親密ではない）」

２．教材
①将来使ってみたい教材
⃝WS:円グラフに一日の生活時間を書く
⃝WS:PC/スマホなどを使う時間を減らすことで、よくなること、悪くなること」
②不適切：主に「性」に関係する教材。
⃝動画：男女がビデオ通話機能を使って会話していて、当事者である女の子の傍らに、

画面に映らない二人の女の子がその通話の状況を黙ってみている状況の中、当事者の
女の子が男の子に裸になることを要求する」
⃝動画：過去の自分の不適切な行為が写った写真などが就職試験の面接官に見られてい
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る
⃝WS:セクスティングに関するアンケート
＊過半数の調査参加者が本研究において使用した教育教材は、小学生の教材として不適

切な教材はないと回答していた。
３．授業形態
「レクチャー」より「グループディスカッション」の方が小学生にとって適切である

以上の結果から、本研究で扱った米国の恋愛教育プログラムLOVE NOTE 3.0の教材は、
本研究の調査参加者である、小学校教師を目指す大学生自体が、性に関するソーシャルメ
ディアの活用法について学ぶ教材として肯定的な印象を抱いているという結果が得られ
た。また、将来小学生に対する教育するための教材としても、修正・改善するべき点も挙
げられるが、全体としては不適切な教材という印象を抱くものは少数派であった。このこ
とから、上記米国のREプログラムは将来の小学校教師を目指す大学生の教材として、ま
た将来の小学生の教材として活用できる可能性が示唆された。
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